














Current Status and Issues of the Social Welfare for Older Adults in Sweden
－Focus on Inspection Contents－
Eri Hamasaki
　I had an opportunity to inspect the social welfare for older adults in Sweden. Sweden 
is known for being a welfare superpower, but in recent years, due to a succession of 
situations that compressed the related budgets, the decrease in the quality of care is 
sometimes discussed critically. This report focuses on what I have observed, regarding 
the current status and issues of social welfare for older adults in Sweden. I was able to 
learn a great deal from those who were engaged in the work of social welfare for older 
adults. Without yielding to the harsh conditions, they maintained great pride in their 
work and awareness of the issues involved.



































































































































































































































































































































































































































































ている。グループワークは、1 週間に 1 回











































































































































































9） 西下 , 前掲（2012 年），60−71.
10） スウェーデンには老人科があり、特別
住宅の医師は老人科の医師でなければ
ならない。各区やコミューンに老人科
の医師を配置しており、ランスティン
グから委託を受けて特別住宅の担当医
師の契約をする仕組みである。施設に
合わない場合は、ランスティングに相
談して担当医師を変更することも可能
である。
11） 平木尚美他「スウェーデン王国の認知
症高齢者の終末期ケアの実態と課題」
『愛知県立大学看護学部紀要』vol.16，
2010.
いう意識が低い日本の現状の甘さを痛感し
た。しかし、このことは一方で、職員教育
をする施設としない（出来ない）施設のケ
ア格差を生み出している。同様の現象は日
本においても見られ、職員教育をするため
の時間的余裕と、それを担う人材がいる施
設は、充分な教育が可能であるが、多くの
施設はその余裕すらないのが現状である。
市町村レベルやいくつかの施設が共同で職
員教育を実施するなど、ある程度、組織的
な教育体制を構築していくことが必要であ
ろう。
　脱施設化を推し進めてきたスウェーデン
において、いわゆる在宅主義批判が指摘さ
れている。日本では現在、高齢者の単独世
帯及び夫婦のみ世帯が増加する中におい
て、在宅ケアが推進されている。十分な在
宅サービスが整備されているとは言えず、
遠距離介護や介護離職の問題も深刻化して
いる。施設のあり方も含めて、高齢者と家
族の生活について考えていかなければなら
ない。
　終末期ケアの現状からは、高齢者自身の
覚悟と、職員の老いや死に対する理解を考
えさせられた。日本では、終末期ケアを特
別なものであると考えすぎて、過剰な不安
を抱いてしまう傾向がある。まず、高齢者
自身が自らの老いと死をみつめること、そ
して、介護者は老いゆく高齢者の姿から多
くを学び、老いと死について考えを深めて
いくことが重要であろう。
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